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主な建設作業の場所から７ｍ地点の振動レベル1
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7m地点の振動レベル※ 

油圧パイルハンマ 

鋼矢板（バイブロ工法） 
サンドコンパクション 

サンドマット工 

路床安定処理工 

現場内運搬（未舗装） 

土砂掘削 

鋼管井筒基礎工 

ディーゼルパイルハンマ 

旧橋撤去工 

中堀工法 

アスファルト舗装工 

※ 「土木研究所資料第3743 号道路環境影響評価の技術手法（その２）」
（平成12年10月建設省土木研究所）P143の表をもとに作成
振動レベルは、７ｍ地点の換算値

振動の大きさは機械の違い
や地盤の種類で異なります。
軟らかい地盤ほど揺れやす
いので注意が必要になります。 

4 4どのような発生源があるか 
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主な建設機械から７ｍ地点の振動レベル2

10s

10s

10s

10dB

10dB

10dB

40 50 60 70 80 90 100

振動ローラ 

衝撃振動（周期的） 

間欠的振動（非周期的） 

変動振動（不規則、大幅変動） 

油圧ショベル（バックホウ） 

アースオーガ 

振動コンパクタ 

大型ブレーカ 
（200～400kg） 

アースドリル 
（30t級油圧式） 

コンクリート圧砕機 
（油圧ジャッキ式） 

7m地点の振動レベル（dB） 

ディーゼルパイルハンマ（4t～） 

バイブロハンマ（4kW～） 

油圧パイルハンマ 
（8～8.5t） 

※ 「建設作業振動対策マニュアル」（平成６年４月社団法人日本建設機械化協会）P101の
表をもとに作成
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5 5苦情の多い工種および機種 

平成１５年度に実施した振動苦情に関する自治体アンケートの結

果によると、建設作業に係る苦情は、工種では建築解体工が圧倒的

に多く、機種ではバックホウ、ブレーカ、圧砕機が上位を占めてい

ます。

0 50 100 150 200 250 300 350 400

建築解体工 364
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基礎工 

建築工 

土工 

構造物取壊し工 

造成工 

舗装工 

土留・仮締切工 

運搬工 

その他 

苦情の多い工種：総数601件 

（件）

機械の揺動、 
ガラの落下 

地盤を直接 
加工する 

重機の移動 

基礎工事作業 

※ 吹出しは振動要因を示す
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苦情の多い機種：総数925件 

バックホウ、小型バックホウ 

ブレーカ（ハンドブレーカを除く） 

圧砕機 

つかみ機（フォークグラブ） 

ハンドブレーカ、削孔機 

アースオーガ 

ダンプトラック 

ロングブーム圧砕機 

アースドリル掘削機 

ブルドーザ 

トラクタショベル 

空気圧縮機 

クレーン（クローラクレーン、ホイールクレーン、トラックレーン） 

バイブロハンマ 

コンクリートポンプ車 

タンパおよびランマ、振動コンパクタ 

トラックミキサ 

その他 

（件） 
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6 6振動を防止するには 

振動を防止する基本的な考え方には、①振動発生源の対策、②伝

搬経路の対策、③受振点の対策があり、それぞれにハード面、ソフ

ト面での対策があげられます。

●建設機械の改善 

　（→11ページへ） 

●低振動型建設機械や低振動

工法の採用 

●緩衝材の設置 

●商用電源の採用 

　（発動発電機は使用しない） 

●作業内容・方法の改善 

　（→12ページへ） 

●作業時間の変更・短縮 

　（→13ページへ） 

●防振溝の設置 

※対策が大がかりになるた
め、実際にはあまり採用
されていません 

●振動発生源の移動 

　（→14ページへ） 

●家屋の補強 

●影響の大きい場合には一時

的に住民に移動してもらう 

※コストがかかるために、
実際にはあまり採用され
ていません 

●住民対応 

　（→15ページへ） 

① 

発
生
源
対
策 

③ 

受
振
点
対
策 

② 

伝
搬
経
路
対
策 

ハード面での対策 
（技術的な対策） 

ソフト面での対策 

赤字の対策については次章で紹介します
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7 7振動防止技術のあれこれ 

建設機械の改善　～振動発生源のハード面での対策～1

50
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70

0 20 40 60

振
動
レ
ベ
ル 

（dB） 

速　度（km/h） 

散水車積載　11t

砂利道砂利道 

アスファルト舗装舗装 

砂利道 

アスファルト舗装 

大きすぎてもいけない、 
小さすぎる機械で無理な 
運転をするのもいけない 

作業内容に適した機械を選定する

走行速度を落とす

鉄クローラをゴムクローラに変更する

クローラ式を車輪式に変更する

振動の小さい機械や工法への変更・見直しを行う

※「建設工事に伴う騒音振動対策
ハンドブック（第3版）」（平成
13年2月社団法人日本建設機
械化協会）から引用


